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1. 緒言 
先端材料の研究が進む中,高強度・高弾性な芳香族ポリアミド（アラミド）繊維に対して,染色をはじ
め加工技術の開発が求められている.しかしながら,アラミド繊維は安定な化学構造を持ち高結晶性
であるため加工が困難であり,.繊維を傷つける方法や酸化剤で処理する方法が提案されてきたが,い
ずれも繊維強度が大きく低下し技術の確立に至っていない.そこで,本研究ではアラミド繊維の新規
加工法として電子線グラフト重合法の適用を考えた.電子線は負の電荷を持った粒子線であり高い
エネルギーを有するため,繊維に照射するとラジカル開裂によりポリマーラジカルが生成する.このラ
ジカルを利用して繊維表面にアニオン性官能基を有するモノマーをグラフト重合し,繊維のカチオン
染料に対する染色性の改善を検討した. 
2. 実験方法 
2-1 試料 
パラ系アラミド繊維であるパラフェニレンテ
レフタルアミド繊維（東レ・デュポン（株）製の
ケブラー）を製織して試料とした. 
2-2 電子線照射が繊維強度に及ぼす影響 
2-3 電子線照射によるラジカルの生成 
アラミド繊維に電子線を照射し,繊維強度の変化および,ラジカルの生成について調べた.繊維強
度は引張試験機により測定し,ラジカル生成は電子スピン共鳴により確認した. 
2-4 電子線グラフト重合によるアニオン性官能基の導入と染色性の評価 
アニオン性官能基を有するモノマーとしてアクリル酸（AA）および AA オリゴマー（2-カルボキシエ
チルアクリレートオリゴマー）を用いた.AA オリゴマーもしくは AA/アクリル酸メチル（MA）をメタノール/
水混合溶媒に溶解した.試料布をこれに浸漬しマングルで絞った後電子線を 450kGy照射して,布に
AA オリゴマーもしくは AA/MA をグラフト重合した.布の染色性はカチオン染料による着色性で評価
し,染色堅牢度は着色布をアルカリ洗浄して脱色の程度で評価した. 
3. 結果と考察  
アラミド繊維に 900kGy までの電子線を照射しても破断強度および伸度に変化がなく強度低下し
なかった。またアラミド繊維に電子線を照射するとラジカルが生成することを確認した.電子線照射に
よりアラミド繊維に強度低下させずラジカルを生成できることが分かった.電子線で加工した布の染色
後の写真を Fig.1 に,染色後およびアルカリ洗浄後の明度係数（L*値：小さいほど濃色）を Fig.2 に
示す.Fig.1,2 よりアラミド布に AA オリゴマーおよび AA/MA を加工するとより濃色に染色され
た.Fig.2 より AA オリゴマーを加工した
布は染色後にアルカリ洗浄すると脱色
され L*値が大きくなったが,AA/MA を
加工した布は洗浄しても脱色されず L*
値が変化しなかった.布に加工したグラ
フト鎖のアニオン部がカチオン染料とイ
オン結合するため染色性が向上し,AA
に加えて MA を共重合すると染料の疎
水部とグラフト鎖の疎水部が疎水性相
互作用するようになり堅牢度が向上し
たと考えられる. 
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Fig.1 カチオン染料により染色したアラミド布 
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Fig.2 カチオン染料により染色したアラミド布の L*値 
